
2024年 12月１日 発行 第229号 

笑顔こぼれる みんなのミニ情報誌 

12 月号 

きり・・・ めっ 

                有限会社 松 﨑 工 務 店  

             〒399-4301 長野県上伊那郡宮田村北割1235-1   電話 0265-85-3958   Fax 0265-85-4658 
          https://www.matsuzaki-komuten.co.jp/   info@matsuzaki-komuten.co.jp 



 「書道なら年齢を重ねても続け

られ、生涯楽しめる趣味になりそ

う」「子どものころ習字を習って

いたので、また始めようかな」と考

える方もいらっしゃるでしょう。 

 書道は費用や場所の面から見ても、

他の趣味に比べて取り組みやすい習

い事です。用意するものは、筆・墨・

硯・半紙・下敷き・文鎮で、そのほか

に特別な場所や設備は必要ありませ

ん。自宅ですぐに始めることができま

す。筆などはセットで販売されている

ものもあり、昔使っていたものが残っ

ているという人もいるでしょう。  

 ゆっくりとした筆の動きを繰り返

すことで集中力や忍耐力が高まった

り、墨の香りや紙に筆を走らせる感

触がストレス解消や心の穏やかさ

をもたらしたり…という効果もあ

るそうです。書道を通じて得られる精

神的な充実感や達成感は、他の趣味で

はなかなか味わえないかもしれませ

ん。自分だけの特別な時間が持てる書

道を、生活に取り入れてみましょう。 

 本格的に学びたい方は、書道教室に

通うのも一つの方法です。教室を選ぶ

際は、講師の経歴や教室の雰囲気を確

認し、自分に合ったところを探してみ

ましょう。教室での学びを通じて、仲

間と交流する楽しみも得られます。 

★ドライヤーのポイント★ 

 

犬
を
シ
ャ
ン
プ
ー
し
た
後
、
ド
ラ
イ

ヤ
ー
で
し
っ
か
り
乾
か
さ
な
い
と
、
毛

玉
が
で
き
た
り
、
湿
気
が
臭
い
の
元
と

な
っ
た
り
、
雑
菌
が
繁
殖
し
皮
膚
炎
に

な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
タ
オ
ル
で

皮
膚
や
中
の
毛
ま
で
し
っ
か
り
と
水
分

を
ふ
き
取
り
ま
す
。
そ
の
後
、
ブ
ラ
シ
や

コ
ー
ム
で
毛
を
逆
立
て
な
が
ら
、
ド
ラ

イ
ヤ
ー
の
風
を
毛
の
中
に
送
り
、
隠
れ

た
皮
膚
の
表
面
ま
で
乾
か
す
よ
う
に
風

を
当
て
ま
す
。
ド
ラ
イ
ヤ
ー
を
嫌
が
る

子
の
場
合
は
、（
市
販
の
）
ト
リ
ミ
ン
グ

台
か
、
そ
れ
に
代
わ
る
テ
ー
ブ
ル
（
洗
濯

機
の
上
を
使
う
と
い
う
人
も
い
ま
す
）

を
用
意
す
る
の
が
有
効
で
す
。
家
で
は

暴
れ
る
多
く
の
犬
が
シ
ョ
ッ
プ
で
は

お
と
な
し
い
の
は
、
台
に
乗
せ
ら
れ

て
い
る
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

★新聞代を節約★ 

 

 

新
聞
の
情
報
は
有
益
で
は
あ
り
ま
す

が
、「
ほ
と
ん
ど
一
面
と
テ
レ
ビ
欄
し
か
見

な
い
」
と
い
う
人
も
少
な
く
な
い
よ
う
で

す
。
朝
刊
・
夕
刊
を
セ
ッ
ト
で
と
っ
て

い
る
ご
家
庭
も
あ
り
ま
す
が
、
毎
日
配

達
し
て
も
ら
っ
て
月
々
の
購
読
料
を

払
う
よ
り
、
必
要
な
と
き
に
そ
の
日
の

分
だ
け
を
コ
ン
ビ
ニ
・
駅
な
ど
で
買
う
よ

う
に
す
れ
ば
、
毎
月
の
出
費
を
削
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
現
在
は
重
要
な

ニ
ュ
ー
ス
は
ネ
ッ
ト
で
随
時
配
信
さ
れ
て

お
り
、
テ
レ
ビ
の
放
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も

各
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
公
式
ペ
ー
ジ
で
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

ホ
か
ら
い
つ
で
も
見
ら
れ
る
た
め
、
そ
れ

ら
を
フ
ル
に
活
用
す
れ
ば
、
固
定
費
の
一

つ
で
あ
る
新
聞
代
を
節
約
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

 

書 道 

ペットと暮らそう♪ 



から 

まで 

～ コットンを正しく使う～ 

 化粧水を肌全体に行き渡らせるのに効果的な

コットンですが、使い方を間違えてしまうと肌を傷

めてしまうことがあります。まず、使う際は「化粧

水はたっぷり使う」ということが大切です。量が少

ないと、コットンの摩擦が肌への刺激となってしま

うのです。目安は 500 円玉硬貨大といわれていま

す。コットンの裏側までしっかり湿るくらいたっぷ

りと含ませましょう。また、パッティングするとき

は強くたたかないこともポイントです。パッティン

グというと「たたく」というイメージがあるかもし

れませんが、肌のお手入れでは、コットンを使って

「肌に空気を送る」という感覚を意識して、ふんわ

り、優しくおさえるようにしてください。 

 さらに、パッティングが終わったコットンは、「ボ

ディのプレ保湿」に活用できます。少し水分が残っ

ているコットンを、乾燥しやすい前腕の外側（手先

から肘までの手の甲側）と足の脛（すね）に、サッ

となじませておくと、そのあとにボディクリームを

塗る際にクリームのなじみが断然よくなります。 

 ビジネス上の年末の挨拶は、本来は直接行うべき

ものですが、ご挨拶に伺ったタイミングで相手が不

在だったり複数人に向けたりという場合、現在は

メールで送っても構いません。その際は、メールでご

挨拶することを詫びる一文を添えるようにします。 

 お客様や取引先には、年末の挨拶とともに、年末年

始の営業日を連絡します。年内の最終営業日からさ

かのぼって、ある程度余裕を持って送るようにしま

しょう。相手先より自分の方がお休みが長いという

ことがわかる場合は、その間の連絡手段なども記す

と親切です。そういったことを踏まえ、なるべく相手

先の年内の最終営業日を把握し、それよりも数日前

のメールが望ましいです。ぎりぎりにならないよう、

多少余裕をもって送るように心掛けましょう。 

 社内への挨拶の場合、特に同じ社屋やオフィスの

上司・同僚に対しては、直接行うことを優先したいも

のですが、予定が合わなかったり、忙しい相手に配慮

する必要があったり…ということで、メールになる

ことも。そういうときも、念のため、「メールで失礼

します」と一言添えるようにしましょう。 

 社内・社外いずれも、挨拶文には 1 年の感謝の言

葉と来年の抱負などを簡潔に記します。また、相手の

健康や繁栄を祈る言葉を結びの言葉とするようにし

ましょう。 

【年末の挨拶】社内や取引先に使えるビジネスメールや手紙の文例 https://biz.trans-suite.jp/12465 



 かき（牡蠣）はマイルドな食感と豊富な栄養から「海のミルク」と呼

ばれます。含まれている栄養の一つ「グリコーゲン」は、通常、人の肝

臓や骨格筋などにも蓄えられており、運動などの際にエネルギー源と

して活用される成分です。グリコーゲンを含む食品を定期的に摂取す

ることで、疲れにくいカラダを作る・運動時のパフォーマンスが向上す

る・血糖値を調整するなどの効能があります。かきのグリコーゲン含有

量は冬の方が夏よりも 10 倍ほど多いと言われています。できるだけ、

旬である冬の時期のかきを摂取するようにしましょう。 

これで今夜のおかずはおまかせ！ 

かきの「グリコーゲン」 【参考】キッコーマンホームクッキング https://www.kikkoman.co.jp/homecook/ 



 

今月も、私たちの作ったニュースレターを 

ご覧いただきましてありがとうございました。 

来月も一生懸命作ります。お楽しみに！ 

＜今月のヒント＞ ダクトレール照明 

 照明をリフォームするときに

人気なのが、天井づけの「ダクト

レール」です。 

 ダクトレールとは名前の通り、

レール状になった部品で、レール

全体に電流が通っています。その

ため、レール上のどこでも自由に

ペンダントライトやスポットラ

イトをとりつけることができる

というものです。スポットライト

の数や照らす向きなども自由に

変えられる点も人気の理由で

しょう。 

 レールは１本だけつけるほか、

２本並べる、十字形やＬ字形にす

るなど、配置のしかたは自由。も

ちろん、レール自体の長さもさま

ざまあります。 

 リフォームする場合は、ダウン

ライトなど今ある照明器具を外

した場所にダクトレールをつけ

ると簡単です。重さのあるペンダ

ントライトなどを使いたいとき

は、天井に下地補強をしておくこ

とが必要です。 

 

 

今月も、私たちの作ったニュースレターを 

ご覧いただきましてありがとうございました。 

来月も一生懸命作ります。お楽しみに！ 

心に残った一文 

夢中になれるものがない、そんな時は、 

どんなささやかな「いま」でもいい、 

どんなちっぽけな「ここ」でもいい、 

「いまここ、に没頭！」 

から始めてみては、と私はお思う。 

 

山田ズーニーさん 

 『おとなの小論文教室』～  


